














13 14

大阪天満LC　保坂　幸彦　

大阪みおつくしLC　家本　陽一

大阪新梅田シティLC　中塚　磨由美

大阪梅田ＬＣ　中尾　貴子　

大阪西ＬＣ　齋藤　隆志

大阪堂島ＬＣ　鈴木　重郎　

大阪天神橋ＬＣ　寺井　宏次　

大阪はなみずきＬＣ　西山　あかね

　【前途は明るい】コロナ禍における活動縮小は、社会的情勢や傾向から当然のこと。決して悲観することではない。逆にこの状況に抗
うことの方が無理を生じる。この期間、自クラブから１名の退会者も出なかったことに対しメンバーへの敬意を表し、また活動縮小に賛
同頂くメンバーと事務局員の理解を深く感じるに至り、「これしきのことで絆が途絶える団体ではない」と再確認できた。まさに「前途
は明るい」と感じざるを得ない。

　次年度５０周年迎えますが、年齢構成も高く成り、十分なアクティビティができておりません。そこで年齢層も若く活動的なクラブとの合併で再
構築を図りたい、と今年度末に大阪ゆとりライオンズクラブとの合併を果たしました。合併を機に、新しい考えを取り入れてアクティビティも活発化
し、新たな気持ちで、クラブ運営をしたいと思っています。
　コロナウイルスの蔓延下、種々の制約を受けながら活動してきましたが、次年度も同じような状況が考えられます。養護施設等の訪問も、安全で
楽しくできる方法を、前年度大阪ゆとりLCでは非対面も含めて、試みましたので、次年度はこれを土台に各種アクティビティを積極的に実施できた
らと思っています。アクティビティについては、他クラブとの交流、合同等も模索していきたいです。
　次年度役員には、 ５０周年という一つの山を越えて、心新たに活動して下さい。

　今年度は、コロナ禍でも知恵を絞ればユニークな運営活動が出来る事を学び、企業と複数クラブの共同で、多くの地域へ子ども支援
活動が出来ました。未来予想図としてＰＲ効果も踏まえ、３３５－Ｂ全クラブ行える合同アクティビティとして　１．企業と共に行うＳＤＧｓ
活動。　２．教育支援としてライオンズあしなが奨学金など末永く継続し効果を高める活動の検討や、クラブマッチングと共に大阪、和
歌山夫々での合同事務局融合検討等、これからの魅力に期待します。

　予測予知できない外部環境の変化により、私たちの生活が大きく変わろうとしています。
　移動制限・接触回避等の為、デジタル化が加速する中にありながらも、活動に楽しみを見い出せる工夫、企業や体制に配慮し、自分以
外を含め地域社会に思いやりの心や、規範意識をはぐくむ事が出来る奉仕団体になっているであろう。
　後任の会長・幹事には、自由な雰囲気を維持しつつ、培った知識や経験を生かしながら、新たな改革にチャレンジし、発展に貢献して
頂ければ幸いです。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により、思うように活動が出来ず残念ではございましたが、一方で感じたこと、気付けたこ
ともございました。常日頃、当たり前に行っていたクラブの活動が行えないもどかしさ、人と人との対話がいかに大切で温かいものかと
いうことです。
　今後のクラブ活動において、人と人との対話を中心に、今まで以上に行動型のアクティビティ及び例会等を実施することで、より一層
の強い絆が築けるものと信じております。短い１年でしたが、本当に有難うございました。

　この題目は難題です。私も会長にと任命されたときに、色々と考えましたが自分なりの回答も見付けることができませんでした。それ
ならばせめて当クラブが５年先まで元気でいれる様にと考え昼間の例会、昼間の委員会をできるだけ止め、夜中心にしました。対外的に
必要な時には三役で担う。そして何事も当クラブ、当メンバーが最優先の考えで行う。人数だけでなく、プライドの持てるクラブでありた
いです。

　『こんなライオンズクラブが欲しいです。』
○労力奉仕活動に寄付と頑張っております。本当に素晴らしいクラブです。
○地区活動の話は毎新年度、アクティビティから始まります。会員は共にアクティビティをと希望に満ちて入会しております。
○地区には社会貢献できる福祉学校的なものがあります。そこでは押しつけではなく寄り添ったアクティビティ（行って来ましたと、集合記念写真
　を撮るのではなく）を実行するのに大事なこと、大切なことが学べます。一般会員もとても参加しやすいです。
○子ども食堂もあります。ゾーン毎、リジョン毎等で毎月何処かが必ず継続的に行ってます。
○前年度、今年度と新型コロナウイルス感染状況により活動が出来ませんでしたが、このようなことは起こって欲しくはありませんが今後も予断は
　禁物です。前向きに考えていく力を養いたいです。

　例会をZoom開催したり、アクティビティの参加人数を限定したりする中で、物理的に「顔を合わせること」の重要性を感じるととも
に、特に多忙なメンバーにとってZoomやLINEといったツールはクラブにコミットし続けるために大変有用だと感じました。仮にコロナ禍
が収束したとしても、大切な魂の部分は残しつつ、思い込みを捨てて柔軟に変化していくことが、これからのライオンズクラブには求め
られると思います。

アラート委員長　藤原　篤義
　今年度早々、九州南部に豪雨災害が発生し、
支援物資供給の難しさに課題を残しましたが、
緊急支援金を地区の皆様からご協力頂いたことに
感謝をしています。今回新たにアラートチーム
メンバーを募集し、東日本大震災発生から１０年
の節目に和歌山・大阪でアラートチームセミナー
を開催する事が出来ました。また緊急ＬＩＮＥ網

訓練も全体で実施する事ができ、今後のアラート活動に生かされ
ると思います。今後は社会福祉協議会との関係構築を願います。

ＹＣＥ委員長　阪口　倫博
　「熱い気持ち」で引き受けて頂きました委員の
皆様には、存分に力を発揮できず申し訳なく思
います。今できる事、今しか出来ない事を考え、
今年度は過去にホストファミリーを引き受けて
頂いたご家庭に、体験談やその後のアフタース
トーリーを投稿頂き、３３５複合地区で取り纏
め、文集を作成致しました。成果の見え難い

ＹＣＥ事業ですが、文集を御一読頂き、若者たちの道標となる
ホストファミリーを疑似体験頂けましたら幸いです。

レオ委員長　中村　明
　３３５－Ｂレオ地区５レオクラブは大学生主
体ですので、新型コロナウィルスの影響で厳し
い運営状況になりました。
　３３５－Ｂレオ地区協議会も対外活動は、全
て中止となりＺｏｏｍ会議となりましたが、各
レオクラブは活発に活動しています。
　レオクラブ会員数は期首１１３名で、６月末

は６７名でありますが、嬉しい事としては大阪志学台レオクラ
ブの稲尾会長が、３３５複合地区の推薦により全国で２名選出
されるベスト・レオ賞を受賞されました。

ライオンズ慰霊委員長　太田　勉
　５月２３日に高野山の物故ライオンズ慰霊碑
において、第４６回物故ライオンズ慰霊祭を執り
行いました。
　今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大を
防ぐために、ご遺族ならびにメンバーの参列は難
しいと判断し、キャビネット三役・前年度キャビ
ネット三役・ライオンズ慰霊委員会により物故

者名の奉読、刻銘版の奉納を行い、当日は、その模様をＬＩＶＥ
配信にてご遺族並びにメンバーの皆様にご覧頂きました。

国際関係・大会参加委員長　森田　健一郎
　第１０３回国際大会は、ライオンズクラブ史
上初めてのバーチャル開催となりました。準備
する側、参加する側共に不慣れなことに挑戦と
なりましたが、コロナ禍が収束した後もハイブ
リッド方式での開催が主流となっていくと思い
ます。リアルな交流が基本ですが、遠隔地から

でも国際関係行事に参加できるという意味においては、思い出
に残る革新的な年となりました。

年次大会委員長　福山　信宏
　最後の最後まで諦めずに開催した地区年次大
会でした。色々なご意見があったと思いますが、
年次大会の持つ意味の再確認と、皆が集う喜び
を噛み締めた良い大会であったと自負しており
ます。コロナの完全な収束はもう少しかかるか
と思います。次年度も難しい舵取りとなろうか

と思いますが、諦めず前向きに取り組んで頂きたいと思います。
大会にご協力頂きました皆様、本当にありがとうございました。

ライオンズクラブ未来予想図 ～ライオンズクラブは近い将来こうなる～コーディネーター並びに各種委員長ご報告
コロナ禍の 1年で気付いたこと、次年度へのアドバイス


















